
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
１．商品の主な特長  

（1） 「脳卒中」を重点保障する特約 

脳卒中に焦点を絞った保障として、①入院時、②入院６０日後※2、③以後６か月ごと※３ にそれぞれ

約款の所定額をお支払いする「脳卒中治療支援特約α」をご用意しています。これにより、一般的に

治療期間が長く、リハビリも必要となる脳卒中への十分な備えとしてご利用いただけます。 
※１．2010 年 4月当社調べ ※２．神経学的後遺症が継続している場合にお支払いします。 ※３．計 5回お支払いします。 

 
（2） 「技術料」「交通費」に加えて「宿泊費」を保障する先進医療特約α 

新たに約款所定の宿泊費をお支払対象とすることにより、先進医療を受療された場合の経済的負担

を大きく軽減します。 
※宿泊費は１泊につき１万円を限度とします。 

 
（3） お客さま一人ひとりのニーズにあわせた保障を提供 

「新医療保険α」では、公的医療保険と連動した手術、放射線治療・集中治療室（ＩＣＵ）管理に

係る費用が主契約で保障されますが、さらに差額ベッド代を実費保障する「室料差額給付特約α」

などの各種特約を幅広くご用意しました。お客さまのニーズにあった保障を自在にご利用いただけ

ます。 
 

２． 「脳卒中きらめきプロジェクト」を推進 

当社は、(社)日本脳卒中協会と共同事業契約を締結し､｢脳卒中
セミナー｣等の啓発活動を４月から積極的に展開しています。

「脳卒中セミナー」は、これまで全国で２９回開催され、 

約２,８００名のお客さまにご来場いただきました。来年３月
までに全国各地で１００回程度の開催を予定しています。 

脳卒中等の脳血管疾患は、日本人の死因としては、ガン、 

心疾患（心筋梗塞など）につぐ第３位（年間死亡者数）ですが、 

入院患者数自体はガンの約１．６倍にものぼります。また、後遺症に苦しむ方も多く、脳卒中は、

介護が必要となる最大の原因と言われています。多くのお客さまに脳卒中に関する正しい知識をお

伝えすることにより、脳卒中への「予防」と「備え」の必要性に対する理解を深めていただければ

と願っています。 
以 上 

プラスαの保障！ 『新医療保険α』 の販売件数が、４６，０００件に達しました！ 

三井住友海上きらめき生命保険株式会社（社長 佐々木 ）の「新医療保険α」（２０１０年３月２日
発売開始）の販売件数が発売後５ヶ月で４６,０００件に達しました。（２０１０年７月末現在） 

業界初の「脳卒中」を重点保障する「脳卒中治療支援特約α」や、技術料・交通費に加えて宿泊費も 
保障する「先進医療特約α」などの充実した商品内容にご好評をいただき、従来販売していた「新医療
保険」発売当時の約２倍という快調なペースでの販売実績となっています。 
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